













Rethinking the Private University Autonomy from
Constitutional Point of View: A Blind and Miserable Marriage of the




Many theorists insist The Constitution of Japan guarantees the private university autonomy
for the academic freedom. But, they say also it can be restricted by the spirit of each univer-
sity. Troubles in it is considered to be solved by the third party effect theory.
But we must think that the institutional guarantees may restrict the human rights. So, the
freedom of academic association can be restricted by the constitutionally guaranteed univer-
sity autonomy. And, many articles of educational statutes which don't much consider the uni-
versity autonomy must be restrictedly interpreted for The Constitution, before using the third
party effect theory.
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立正法学論集29巻3 = 4号165貢(1996)、同『ドイツにおける学問の自由と大学自治』 (1998)など参照。またフラ





















































26)この立場に属するものとして、中村睦男=永井憲- 『生存権・教育権』 250-251頁(1989) [永井]、野上修市「学問
の自由と大学の自治」永井憲一還暦『憲法と教育法』 84頁、 98-100貢(1991)、浅川千尋「『学問の自由と大学の自
治』論の再考」阪大法学43巻2 - 3号下637頁(1993)などがある。これに対して伊藤公一「学問の自由と大学の自


































































































































































































































































































































































































































































































120)朝日新聞1998年7月1日朝刊。戸波江二「字間の自由と大学の自治」 『憲法の争点』 [第3版] 124頁、 127頁(1999)
も参照。
121)阪本昌成「国家は何をすべきか」ジュリスト1133号49貢、 51貢(1998)は、 「ラディかレ・リベラリストなりにまと
めれば、正当な国家の役割からはずれる項目」 「に、 『現行の国公立大学』または『公立学校』の制度を加えたくな
るが、私の個人的な立場もあって、これについてはもう少し時間をかけて観察することに決めた」とする。この間
悪については研究者は中立の第三者でないことに留意すべきことがよくわかる。国立大学の独立行政法人化に関し
て、 「特集・国立大学・研究所の独立行政法人化」科学69巻11号869貢以下(1999)、藤田前掲註35)論文参照。法科
大学院を巡る数多の論稿も参照。
